
第2章

二人制メカニクス



二人制審判の取り決め事項

1.ポジショニング

①無走者のとき ……塁審は 一塁手の後方、 ファウルラ
インの外側に立つ。身体はホ ー ム プレ ートに正対する。

②走者 一塁 、 走者 一・ ロ 塁のとき ……塁審は 一・ニ 塁

間の内野内に位置する。 この位置で 牽制 、 盗 塁およ
びダブル プレイに備える。

③ その他の場合 ……塁審はニ ・ 三 塁間の内野内に位置
する。 この位置で 牽制 、 盗 塁およびダブル プレイに
備える。

2.外野への打球（おもにフライ、ライナ ー ）の責任範囲
A.無走者のとき

①中堅手 （正面 ま たは背後の打球を含 ま ない） より 左

の打球 は、球審が捕球およびフェア／ファウルを判

定する。

②中堅手 （正面 ま たは背後の打球を含む） より 右の打
球は、

イ． 塁審がゴ ーアウトし、 判定する。

ロ． 塁審がゴ ーアウトしない場合 は、内野内に人り 、

打者 走者の ‘‘すべ ての プレイ ’'に責任を持つ。

したがっ て、球審が捕球およびフェア／ファウ
ルを判定する。

B. 塁審が内野内に位置したとき

① 塁審は 左糞手 正面 ま たは背後の打球から右翼手 正面

ま たは背後の打球の捕球を判定する。
②球審は左糞手 ま たは右糞手からライン方向の打球の

捕球およびフェア／ファウルを判定する。
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二人制審判の重要な技術

1.ポ ー ス、 リ ー ド、 リアクト “ Pause, Read, React" 
二人制審 判では、 無走者時、 中堅手正面または 背後

から右の飛球 （ ライ ナ ー）が飛び、 星審が打球を 追う
べき か、 あるいは追わずに内野内 に 入るか、 を判断す
る技術を ‘‘ ポーズ、 リ ー ド、 リアクト ’'という。

二人制では、 すべてのプレイ ・ 判断を二人の審 判で
見 るため、 打球や走者 の動きに応じたコンビネ ー ショ
ン （ 連係 ）が必須である。 外野への飛球 （ ライ ナ ー）
に対し、 すべて塁審が追うのではなく、 判定が 容易な
打球は 遠 くの 球審に 任 せ、 塁審は打者走者 の動きに先
行し、 内野内に 入るといった効率的な動きを 行なう。

“ポ ー ズ、 リ ー ド、 リアクト’' の具体的なステップ （ 無
走者の場合） は、
① 打球が打たれ た ら、‘‘一瞬’ その場で止ま り（ ポーズ ）、
②打球 から Hを 切り 、 野手の動きに 注意を傾け （ リ ー

ド ）、
③ト ラブルボ ール な らゴ ー アウトし、 それ以外は内野

内 に 人る（ リアクト ）、
である。

“トラブルポ ー ル ” になるケ ースで、 塁審が打球 に向
かいゴ ーアウトするかどうかは以下の4つの外野手の
動きで判断する。
①外野手が内野方向に飛球 （ライナ ー） に向かって激

しく追って走る。 内野の方に激しく 前進する。
②外野手が後方に飛球 （ライナ ー）を追って激しく走

る。 背を向け外野フェンスの方に走る。
③複数の野手（二塁手、遊撃手、中堅手など）が集まっ

62 



てフライを追いかける。
④右翼手が 一塁ファウルラインに向かって走り、 フェ

ア／ファウルの判定が考えられる。
上記以外でも、 腰から下で捕球が行なわれそうなと

きや、 風が強く通常のフライでも野手が捕球するのが
難しそうなケ ースは、 塁審の判断でゴ ーアウトする。

無走者で外野への飛球 （ ライ ナ ー）が打たれ た ら、
球審はどん な ケ ースでも打球方向に走る。 その後 、 累
審が内野内に切り 込ん でき た ら（ト ラブルボ ールでな
い ケ ー ス）、 塁審が打者走者 のすべての プレイに責任
を持ち、 球審は内野内 から捕球およびフェア／ファウ
ルを判 定する (71ペ ー ジ上（2）の図参照 ）。 塁審がゴ ー

アウトした ら、 球審が打者走者に対する プレイ・触墨
をカバ ーするため、 打者走者に先行して 内野内を移動
する (69ペ ー ジ下（1）の図参照 ）。

“ポ ー ズ、 リ ー ド、 リアクト’' で最も大切なのは、 “ す
ぐ にゴ ー アウトせ ず 、 野手の動きを読む” ことである。
タフな キャッチ になり そうか？ 塁審が打球を 追って
見に行く 必要がある 打球であるかどうか？ を読むカ

が必要である。 こ れは二人制 、 凹人制でも重要 な技術
である。

2.声のコミュニケーション
二人制審判 では、 一人の審判 がプレイや触塁 、 打球

の判 定と 多くの 責任があり 、 ‘‘だれが何 を 見 るか’' の
責任分担を明確 にし、 それを守ることが重要である。
責任が多く、 パ ー トナ ー の動きを確 かめて動くことが
難しいため、 パ ー トナ ーがプレイ 中 にどこに行ってど
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の判定を受け持つかは、 次のとおり声でコミュニケ ー

ショ ンを図り 、 パ ー トナ ーに知らせる。
併せて 打球判定にあたって「 フェアボ ール」と なった
場合 の 基本と して 、 必要に応じ て「ノ ー キャッチ」と
いうコ ール ・ ジェスチャ ーを パ ー トナ ーに知らせる。

A．無走者の場合

①墨審がゴ ー アウトすると き …………

"I'm going out 
（アイム ・ ゴ ー イング ・ アウト）”

または “Going out" ※「 打球 OK」でもよい。
②塁審がゴ ー アウトし、 球審が打者走者を 追いかける

と き ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・‘‘I've got a runner 
（アイブ ・ ガット ・ ア ・ ランナ ー）”

※「走者 OK」でもよい。
③ゴ ー アウトした塁審が打球判定を終え 、 ホ ー ムをカ

Jゞ ー したと き ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・‘‘I've got the plate 
（アイブ ・ ガット ・ ザ ・ プレ ー ト）”

※「ホ ー ムOK」でもよい。
B．走者一塁、 走者ー・三塁の場合
①外野ヒットなどで球審が三塁に向 かうと き …………

"I've got third if he comes 

（アイブ ・ ガット ・ サ ー ド ・ イ フ ・ ヒ ー ・ カムズ）’’

※「三塁OK」でもよい。
②上記ケ ースで三墓のプレイを 見 ると き …………

"I've got third I've got third 
（アイブ ・ ガット ・ サ ー ド、 アイブ ・ ガット ・ サ ー ド）

※「三墨OK」でもよい。
③外野ヒットなどで三塁に向 かった球審が、 ホ ー ムに

戻ると き ………… “Going home! Going home! 
（ゴ ー イング ・ ホ ー ム 、 ゴ ー イング ・ ホ ー ム）”

64 



※「ホ ー ムに戻るぞ！」でもよい。

C．走者一・ニ塁の場合
①外野フライで 二塁 走者の 三塁でのプレイを球審が見

に行くとき ・・・・・・...... "I've got third if he tags 
（アイ ブ ・ ガ ット ・ サ ード ・イフ ・ヒ ー ・ タッグ ス） ＇’

※「 三墓 OK」でもよい。

D.塁審が内野にいる場合

①ファウルライン際に打球 （お もにフライ 、ライナ ー）

が飛び、球審が打球を判断する と き ………………

"I'm on the line!（右糞側）
（アイ ム ・ オン ・ ザ ・ライン） ”

"I've got the ball!（左翼側）

（アイブ ・ ガット ・ ザ ・ボ ール） ” ※「打球 OK」でもよい。
②球審が打球を判定するとき（フェアヒットになった

場合） ‘‘No catch!（ノ ー キャッチ） ”

3.ワ ー キングエリア

二人制 審判で は、 累審は内野内に入ると複数の走者

を抱える こ とがあり 、 ある走者の判定を終え ても 、他
の走者を背中に抱える こ とがある。そのよう な ケ ース
で 塁審がプレイの進 行 を見る場所を “ワー キングエリア'’

という 。
“ワ ー キングエリア’'とは、 マウン ド後方のエリアで あ

り(81 ペ ー ジ下図など参照）、 複数の走者を墓審が抱

えるときに位置する基本的な 場所で ある。外野ヒット

などで 複数の走者が進塁し、いずれの走者にも プレイ
が起きそうで ないときは、 このワ ー キングエリアの中
に留まり、 プレイの状況を観察する。

ワ ー キングエリア内にいるときは、 常にボ ールに正

対する。 触塁 は首を振っ てチラッと確認する。

65 



もし、 特定の塁でプレイが起こ る！ と塁審が読ん
だ ら、 そのと きはワ ー キ ングエ リアから出てプレイを

見る最適 なポ ジショ ンを と る。だが、 他の走者 へすぐ
次のプレイが起こ ることを 想定 して 、 こ の エ リアから
大き く出ることはしない。

アウトを 宣告後 、 塁審が抱える走者が一人になった
と きは、 塁審はワ ー キ ングエ リアから出て 、 残され た
走者に近い位置に移動する。

4．触塁について
二人制審 判では、 走者の触塁 （タッグ・ アップを 含

む） に関しては一塁ベ ースおよび二塁ベースの走者 の
触墨は常に塁審が見 て 、 三塁ベ ースおよび本塁の走者
の触塁は球審が見 るという 責任分担になっている。

5.走者一塁、 内野ゴロでダブルプレイの場合
二人制審 判では、 走者 一塁 内野ゴロダブルプレイ

を 一人の塁審で一塁と二塁の フォ ースプレイを 見 る 必
要がある。 以下 の よう なテクニックを 使ってプレイの
判定をする（ステップアップ）。
BU 

①打 球が塁審 の 右側（三塁 手 、 遊撃 手 への ゴロ な ど）
に打たれ た場合には、 右足を 、 左側（二墓 手への ゴ
ロ な ど） に打たれ た場合には、 左足を前方に 一歩ス
テップする。

②ステップ した足を 軸にして 、 反対の 足を そろえるよ
うにステップ し、 打球に対して正対する（ス タンディ
ング ・ セットの姿勢で 、 打球を 処理する野手に正対
する）。
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③野手が 二塁へ 送 球した ら、その 送 球に 合わせて右足
（左足 ） を 一歩引 いて （ド ロップ ・ ステップ ） プレ

イがある二塁ベ ースに正対する （ スタンディング・

セット で 二星 でのプレイを判定する）。

④二塁で 判定したジャッジのコ ー ルをしながら、 右足

を 一墓 と45フィ ートレ ーンの中間点 の 方向ヘ一歩

引く （ド ロップ ・ ステップ ）。
⑤一塁ベ ースに正対し （ ハンズ・オン・ニ ー ズ・セッ

ト の 姿勢 ） 一累のプレイを判定する（ 全部で 6ステッ

プ ）。 ス タンディング ・ セットの 姿勢 でもよい。 ま

たは、 左足を 一型方向に ステップし、そのま まの 姿

納（ ス タンディング ・ シザ ース） でもよい （ 全部で

5ステップ ）。

6.ポストピッチステップ（投球後における準備動作）
塁審 (BU)が 投 球後 、捕手から走者へ の牽制球（ ピッ

ク ・ オフ ・プレイ） に備えるため に、 ステップを行 い、

角度 をつけて牽制球のプレイを判定する。 これは捕手
が牽制球を行うか否かに 関係なく、その 準備をするた
め の ステップ として 常に行う こ とが 必要で ある。

二人制の場合では、走者 一塁および走者二塁のケ ース

で内野内の塁審 (BU)が 一塁 走者および 三嬰走者に 対 す

る、 投 球後の捕手からの 一塁および 三星 の牽制球に対し
て、 このステップを行う。 例えば、 一墓へ の牽制の場合 、
投 球を打者が打たずに捕手が捕球したと同時に、 塁審

(BU)はまず、右足から 2~3歩ステップして角度をとりな

が ら、 一 墨での牽制 球のプレイに備える。 三塁へ の牽制

の場合も同様、 投 球を打者が打たずに捕手が捕球したと
同時に、 塁審 (BU)はまず、左足から 2 ~ 3 歩ステップし

て角度をとりなが ら、 三塁での牽制球のプレイに備える。
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●二人制メカニクス

無走者(1)

最初に立つ位置
累審（BU)は 一墓手の後方に位置する。 両足はファウルテリ

トリ ーに置き、 右足をファウルラインに沿って置く。 身体は捕

手に真っすぐ向き、 両足は肩幅程度に広げる。
一墨手の守る位置で、 塁審は前に行ったり後ろに下がった

りするが、 ベースから5メ ートル以内には近づかない。

BUは、 投手が投球の部備をしているときは、 立った姿勢を

とる。投手がボールを持って投手板上に立ったら ‘‘
ハンズ ・ オン ・

ニーズ ・ セット ” ボジションをとる。 投手がボールを所持してい

るときは、 BUは投手から目を離してはいけない。 投手が投球

動作に入り、 ボールをリリ ースする直前に、 BUは顔をホ ー ム

プレ ート（打者）に向け、 ハーフスイングのリクエストに備える。

(1)打球が外野に飛んだ場合(BUが打球を追った場合）
PL 

＊打者走者の ‘‘すべてのプレイ ’'と触塁に責任を持つ。

*「I've got a runner！」（走者OK)とBUに伝え、図のようにショ ー

トカットし、 常に走者に先行する。

*BUが本累に戻らなかった場合は、本累での ‘‘プレイに備える ”

（内野のフェア地域内に留まりながら見る）。

BU 

*「I'm going out!J（打球OK)とPLに伝えながら打球を追い、 捕

球とフェア／ファウルを判定する。
＊打球判定を終え、 外野手が内野方向に送球したら、 本累で

のプレイに備えて本累に向かう。

＊本塁に戻る場合、BUはファウルテリトリ ーを走り、その間ボー

ルから目を離してはいけない。

＊本塁に着いたら、「I'm home!」または「I've got the plate！」 （本

塁OK)とPLに知らせる。
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●二人制メカニクス

無走者(2) (3) 

(2) 打球が外野に飛んだ場合 (BUが打球を追わない場合）
PL 

＊打球方向に向かい捕球およびフェア／ファウルを判定する。

＊飛球（ライナ ー）の捕球を確認したら、 「That's a catch!」と BU

に伝える（シグナルは不要）。

＊）レーティンの飛球の場合、 PLは 一塁と三累を結ぶ想像上の

ラインまで進み、 プレイを確認する。

＊トラブルボール（キャッチ／ノ ーキャッチの判断が難しい打

球）の場合、 PLは ‘‘想像上の 一星 ・三堅を結ぶライン ”を

越えて打球方向に近づき（ただしダイヤモンドからは出な

い）、 止まって捕球を判定する。

＊本塁での “プレイに備える ”。

BU 

＊ピボットを使って、 内野内に人りながら打者走者の触屋を確

認し、 一 ・ ニ ・三塁での “プレイに備える ”。

(3)外野へのヒットの場合
PL 

＊ホー ムプレ ートの前方（打球方向）に出てプレイを観察する。

＊ 外野フェンスの下を打球がくぐったり、 悪送球、 ランダウン

などのプレイに注意する。

＊ランダウンが始まったら、 ファウルラインに沿って 一塁また

は三塁に向かい、 一塁または三塁のカットアウト ・エリアで

の ‘‘プレイに備える ” (「I'vegot this half!（ 墨間の半分は任

せろ） 」）。

＊本塁での “プレイに備える ”。

BU 

＊打者走者の触星を確認し、 一 ・ ニ ・ ロ塁での “プレイに備
える '’。
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●二人制メカニクス

無走者(4) (5) 

(4)内野への飛球（ライナーを含む）の場合
PL 

＊内野へのフェア打球が打たれたらPLは打球の方向に飛び出

し（ただしマウンド寄りの半分を超えて行かない）、 捕球を確

認する。
＊内野へのすべての飛球に対する捕球およびフェア／ファウ

ルを判定する(BUがゴーアウトした場合を除く）。

＊投手、 三累手および遊撃手へのライナ ーおよび 一塁手または

二星手から見て 右に飛んだライナ ーについて判定する。

BU 

＊ 一累手または二累手の正面や背後または左へのライナ ーに

ついて判定する。

＊内野内に人り打者走者のすべての ‘‘プレイに備える ”。

(5)内野ゴロの場合
PL 

＊打者走者または野手の妨害行為に注意する。

＊打球を見ながら45フィ ートレ ーンまで走り、 一累への 悪送球、
打者走者のインタ ーフェア、 追いタッグ（スワイプタッグ）の

リクエストに備える。

＊三塁線の打球についてフェア／ファウルを判定する。

＊ 一塁線の打球については、 一塁ベース手前までの打球につ

いてフェア／ファウルを判定する。

BU 

＊打者走者の 一 ・ ニ ・三累での ‘‘プレイに備える ”と同時に、

各塁の触累を確認する。

＊ 一堅線の打球については、 一塁ベースを 越えた打球につい

てフェア／ファウルを判定する。
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〔付記〕BUがファウル地域に出て、 内野ゴロによる 一塁のプ

レイに備えた場合、 一塁への 悪送球の対応はBUとな

り、PLが打者走者の 各累でのプレイに備えることとな

る。
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●二人制メカニクス

無走者(6)

(6)ファウルフライの場合

一累•本累間のファウルフライについては、 PL、 BUとも

野手を追い、 飛球を捕らえようとしている野手に面した審

判員が捕球を判定する。

PL 

＊ファウルライン付近の飛球の場合、 PLが捕球およびフェア

／ファウルを判定する ( BUがゴーアウトした場合を除く）。

＊ 三累側の打球はすべてPLが判定する。

＊打球がBUの頭上を 越え、 BUが打球を追った場合は、 PLが

打者走者のすべての塁での “プレイに備える '’。
BU 

＊フェアになるかもしれない飛球については、 BUは内野内に

人り打球がフェアになったとき打者走者の累での判定がで

きる位置（内野内）にピボットして人る。

＊飛球がBUの頭上を 越えたとき、BUが打球を追うこともある。
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●二人制メカニクス

無走者(7)

(7)ランダウンプレイの場合

PL 

＊ランダウンが始まったら、 PLはすみやかに BUを援助するた

め、 一塁または三塁の手前 5メ ートルくらいのファウル地域

に移動する。 ランダウンが 一 ・ ニ累間で起きた場合、 送球

が 二累側にされたタイミングで「I've got this half！ 」（堅間の

半分は任せろ）または「 Half and half!」と言ってフェア地域内

カットアウトの所まで人り、 塁間の半分の責任を持つ。 ニ ・

三星間のときも同様。 三塁•本塁間の場合は本塁での “Z

レイに備える '’。
BU 

*PLが来て「I've got this half!」との声があるまで、 BUはすべ

てのランダウンプレイに責任を持つ。
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(7)ニ ・ 三塁間でのランダウンプレイ

77 



●二人制メカニクス

無走者(8)

(8) 一塁での追いタッグの場合

PL 

*45フィ ー トレ ー ンまでの打者走者へのタッグプレイについて

判定する。

*45フィ ー トレ ー ンを越えてからのタッグプレイについては、

BUからのリクエストに備える。

BU 

*45フィ ー トレ ー ンを越えてからの打者走者へのタッグプレイ

について責任を持つ。

＊アウトの場合は、「On the tag, he's out!」と言い、タッグを避

けてセ ー フの場合は、「Safe! No tag! Safe!」または「Safe!

Miss the tag! Safe!」と言う。
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●二人制メカニクス

走者一累(1)

最初に立つ位置
BUは一 ・ ニ塁間の内野内に位置する。 身体はホー ムプレー

トに正対する。 この位置で、一塁でのけん制およびダブルプ
レイ、盗累などに備える。

BUは、本塁とマウンドの右端を結ぶラインの延長線上をま
たいで、かつ右図のとおりマウンドの後縁と二累のカットアウ
ト（一塁側）との中間地点（または二嬰ベー スと投手板との中間
点）に位置する。

(1)打球が外野への飛球（ライナーを含む）になった場合
PL 

＊右翼手または左翼手からライン方向への打球について捕球
およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、「I'm on the 

line ！」（右翼側） 「I've got the ball ！」（左翼側） （打球OK)と
BUに伝える。

＊右翼線以外の打球が打たれたら、まず三塁へ向かう。 BUが
「That 's a catch ！」（捕球した）と言ったら、本累方向に戻る。
ヒットになったら「I've got third if he comes」（三塁OK)と
BUに伝え、そのまま三累手前まで向かい ‘‘プレイに備える”

(PLが右翼線の打球を受け持ったときは、三墓へは行かな
しヽ）。

＊三塁でのプレイがないと判断したら、「Going home! Going 
home ！」（ホー ムに戻るぞ）とBUに伝え、本累での ‘‘プレイに
備える'’。

＊一累走者の三累触累を確認する。
BU 

＊右翼および左翼の定位置間の打球について責任を持つ。
＊）レー ティンの飛球はその場で打球に正対して判定する（捕球

したら「That 's a catch!」とPLに伝える）。 トラブルボールの場
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合は、 打球方向に向かって二塁ベース寄りのベースラインの

手前まで移動して、 捕球を確認する。

＊ 一塁でのタッグアップ、 二塁の触塁ならびに打者走者の三

塁触累を確認する。

*PLが三塁に上がらないかぎり、 一・ニ累および三塁での ‘‘プ

レイに備える ”。

81 



●二人制メカニクス

走者一累(2)

(2)外野へのヒットの場合
PL 

＊まず三塁方向にファウル地域を通って三塁ベース手前5メ ー

トルまで向かう。 BUに「I've got third, if he comes！」 （三塁

OK)と伝える。

＊三嬰でプレイ（送球＋走者）があると判断したら、 「三累OK」

とBUに伝え、 フェア地域内に入り判定する。
＊ 一塁走者が本 墓に来ると読んだ場合（ 三塁でのプレイはな

い）、 BUに「Going home! Going home！」 （ホー ムに戻るぞ）と

伝え、 三塁触塁を見ながらファウル地域を戻る。

BU 

＊ワ ーキングエリア内で、 打球の打たれた方向に移動し、 打

球と正対する。 打者走者が 二累に進 めば 二累方向に向かい、
一塁に留まれば45フィ ートレ ーン方向に数歩向かう。

＊打者走者の 一 ・ ニ ・三塁での “プレイに備える ”。
＊ 一塁走者の 二塁触塁と打者走者の 一 ・ ニ塁触塁を確認する。
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ワ ー キングエリアの区画図

ワーキング
エリア

この距離は同じ長さ
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●二人制メカニクス

走者一累(3)

(3)内野への飛球（ライナーを含む）の場合
PL 

＊投手または捕手への打球を判定する。

＊ 一塁線または三塁線近くの打球はすべてPLが判定する（ 一

塁手または 三塁手がファウルラインの方向に移動した場合）。

＊飛球の場合、 PLはライン上の打球でない限り、 プレイを観

察してファウル地域を三塁まで上がる。

＊打球がフェア地域に落ちて、 一累走者が 三塁に向かおうと

した場合は、 PLが三屋での “プレイに備える '’。

BU 

*PLが判定する場合を除き内野への打球を判定する。

＊内野への飛球の場合、 BUはステップアップして（マウンド方

向にステップバックしてワ ーキングエリア内で）内野手に正

体する。
＊ 一塁走者の二塁でのプレイおよび打者走者の 各塁でのプレ

イに責任を持つ。
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●二人制メカニクス

走者一累(4)

(4-a)内野ゴロの場合
PL 

＊ 一塁線の打球を除き、 PLは 一塁走者の三塁でのプレイを予

測し三塁に向かう。 二塁で 一墓走者のアウトが確定したら

本塁方向に戻り、 悪送球に備える。

＊ 一堡線の打球に関しては、 PLはファウルラインをまたいで

フェア／ファウルの判定ならびに45フィ ートレ ーンまでの

タッグプレイの判定を行なう。

＊ 一星への 悪送球、 3フィ ートラインを 越えての妨害行為、

BUからの追いタッグのリクエストに備える。

＊ 三塁線の打球に関しては、 PLがフェア／ファウルの判定を

行なう。

BU 

＊野手に正対して 一 ・ ニ塁での ‘‘すべてのプレイ ’'に備える。

＊打者走者の 各塁での “プレイに備える ”。

*BUは元の場所から遠く離れず、 その場に留まって次の ‘‘Z

レイに備える '’。

(4-b)ダブルプレイの場合
BU 

＊ダブルプレイを判定する場合、 まず打球に正対する。 二塁

でのプレイは塁に正対し、 スタンディング ・ セット（立って見

る）で行なう。 二塁での判定後、 右足を 一累と45フィ ートレ ー

ンの中間点の方向に 一歩引いて、 送球のリリ ースを見て 一累

での “プレイに備える ”。 (66~67ペ ー ジの「5走者 一塁、 内

野ゴロのダブルプレイの場合 」を参照）。
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●二人制メカニクス

走者一累(5)

(5-a)一塁けん制の場合
BU 

＊左足を 一歩前に出して、 それを軸に 右足を前に出して（ 一塁

と45フィ ートラインの中間点の方向へ）プレイに正対し、 ハン

ズ ・ オン ・ ニーズ ・ セットの姿勢をとる。

または 右足を 一累と45フィ ートラインの中間点の方向へ踏み

出し、 この姿勢（スタンディング ・シザーズ）のままで判定し

てもよい。

(5-b)二塁への盗塁の場合
PL 

＊打者が捕手の二 墓への送球を妨害しないか注意する。

BU 

＊ 一塁走者が走り始 めたのがわかった瞬間、 顔はボール方向

に向けながら（打者のチェックスイングを見る）、 右足を二 墨

方向にステップし、 ハンズ ・ オン ・ ニーズ ・ セットでプレイ

に正対する。 決してボールに背を向けてはいけない。
＊その後、 悪送球などで 一暴走者が三塁に進む場合は、 BUが

三累へ移動して 三 堡でのプレイを判定する。
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●二人制メカニクス

走者二累(1)

最初に立つ位置
BUは ニ ・三累間の内野内に位置する。 身体はホー ムプレ ー

トに正対する。 この位置で、 二塁へのけん制および三塁への

盗塁に備える。

BUは、 本嬰とマウンドの左端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ 右図のとおり2つのラインの中間地点に位置

する。

(1)外野への飛球（ライナーを含む）の場合
PL 

＊ 右翼手または左糞手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、 「I'm on the 

line！」 （ 右翼側） 「I've got the ball！」 （左翼側） （打球OK)と

BUに伝える

*PLが打球および 悪送球のボールデッドを確認する。

＊ 二塁走者の三塁触累を確認する。

BU 

＊ 右爽線または左糞線に飛んだ打球を除き、 BUは 右翼手の定

位置から左翼手の定位置までのすべての打球に責任を持つ

（打球判定が第一優先）。

＊まず打球に正対する。 その後、 ワ ーキングエリアに人り、 打

者走者の 一累触累を確認し、 ー ・ ニ ・ 三累での ‘‘プレイに

備える ”。 また、 二累走者の 二累（ 二累への帰累を含む）およ

び三累での ‘‘プレイに備える ”。

＊二塁でのタッグアップを確認し、 二累走者の 三累での “Z

レイに備える ”。
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●二人制メカニクス

走者二累(2) (3) 

(2)外野へのヒットの場合
PL 

＊ 一塁または三塁ファウルライン際の打球のフェア／ファウル

を判定する。

＊本塁でのプレイに備えて本累に留まる。

*PLは、 BUがすべての累をカバ ーするよう「Stay Home！」 （本

塁OK)と知らせる。

＊二屋走者の 三塁触塁 三塁コ ーチの肉体的援助を確認する。

BU 

＊ワ ーキングエリア内で、 打球の打たれた方向に移動し、 打

球と正対する。

＊ ー ・ ニ ・三累での “プレイに備える ”（触塁を含む）。

(3)内野への飛球（ライナーを含む）の場合
PL 

＊投手または捕手への打球はPLが判定する。
＊ 一塁手または三堅手のファウルライン寄りの打球については

ラインをまたいでPLが判定する。

BU 

＊ファウルライン寄りの打球および投手、 捕手への打球を除い

ては、 BUが打球を判定する。

＊ ー ・ ニ ・ 三塁での “すべてのプレイ ’'に備える。

＊ステップアップ、 タ ーンして野手に正対し、 二累でのタッグ

アップおよび打者走者の 一塁触嬰を確認する。
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●二人制メカニクス

走者二累(4) (5) (6) 

(4)内野ゴロの場合
PL 

＊本塁に留まる。

＊ファウルライン寄りの打球については、 PLは前に出てライ

ンをまたいでフェア／ファウルの判定をする。

* 45フィ ートレ ーンまでの打者走者へのタッグプレイに責任を

持つ。

＊ 一嬰への 悪送球、 3フィ ートラインを 越えての妨害行為、

BUからの追いタッグのリクエストに備える。

BU 

＊まず打球に正対する。 その後、 プレイを判定し、 走者がいる

累（二累または三星）の方向へ移動する。

＊ ー ・ ニ ・三累での “プレイに備える ”。

(5) 三塁への盗塁の場合
PL 

＊打者の守備妨害に注意する。

＊本累でのプレイに備えて本累に留まる。

BU 

＊投手が投球モ ーションに人ったら、 首を三 墓方向（ 右肩 越し）

に振り、 二累走者の 盗塁を確認する。 その後、 すぐに打者

のチェックスイングを確認する。

＊ 盗塁に気づいた瞬間、 三塁•本塁間の中間方向に向けてス

タ ートし、 三嬰に正対（角度をとる）して、 ハンズ ・ オン ・ ニ ー

ズ ・ セットで 止まって判定する。

(6) タイムプレイ
PL 

＊審判員はタイ ムプレイがあることをお互い確認する。
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＊タイ ムプレイが生じる場合、PLは 二累でのプレイおよび本

墓触塁を見るた めに本塁の後方に位置する。

＊アウトが生じた累と本累の延長線上に位置し、本塁の触累

とアウトのどちらが早いかを確認し、 公式記録員席に明示す

る (「Score!」または「 No run score!」)。
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●二人制メカニクス

走者三累(1)

最初に立つ位置
走者二塁の場合と同じ。

*BUは ニ ・三塁間の内野内に位置する。 身体はホー ムプレ ー

トに正対する。 この位置で三塁へのけん制に備える。

*BUは、 本塁とマウンドの左端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ 右図のとおり2つのラインの中間地点に位

置する。
＊内野手が前進守備の場合、 BUは遊撃手の左8~10フィ ート

( 2~ 3メ ートル）、 マウンドの少し後ろに位置する。

(1)外野への飛球（ライナーを含む）の場合
PL 

＊ 右翼手または左翼手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、 「I'm on the 

line ！」 （ 右翼側） 「I've got the ball！ 」 （左翼側） （打球 OK)と

BUに伝える

＊本塁での “プレイに備える ”。

＊三累走者のタッグアップを見る。 その後、 本塁に戻り、 本塁

での “プレイに備える ”。

BU 

＊ファウルライン寄り以 外の打球についての捕球を確認する。

＊まず打球に正対する。 その後、 ワ ーキングエリアに人り、 打

球の判定を行なう。 打者走者の 一累触累を確認し、 三累 ・

本塁間のランダウンおよび打者走者の 一・ ニ ・三累での ‘‘Z

レイに備える ”。

96 



·\---—�----· ． 

o

 

..

 

ふ ｀｀�`

.
lbl
 

ワーキング
エリア

(1) 

97 







●二人制メカニクス

走者三累(4) (5) 

(4) 内野ゴロの場合
PL 

＊本塁に留まり、 両サイドのファウルライン際のフェア／ファ

ウルを判定する。
＊一嬰線の打球に関して、PLは45フィ ートレ ーンまでの打者

走者へのタッグプレイに責任を持つ。

＊一累への悪送球、 3 フィ ー トラインを越えての妨害行為、

BUからの追いタッグのリクエストに備える。

＊本星での “プレイに備える”。 三星走者の本堅触星を確認す

る。
BU 

＊ステップアップ、 ターンし、打球に正対する。 一累でのプレ

イを予測したら一累•本累間の中間方向に4~5歩向かい、
ー屋に正対し、 ハンズ ・ オン ・ ニ ー ズ ・ セットでプレイを判

定する。 その後、 三塁走者がまだ口塁にいれば三塁方向に

戻り、三塁での “プレイに備える”。

(5)けん制およびランダウンプレイの場合
PL 

＊投手のボ ー ク、 軸足を外したか否か、悪送球に注意する。

＊本塁での “プレイに備える”。

＊ランダウンが始まったら、ファウルラインから3メ ートルくら

い離れたファウル地域内で、 走者の動きに合わせてタッグ

プレイに備える。 三累•本塁間の本塁側半分を担当する。

BU 

＊投手のけん制動作が始まったら、 右足を三累•本累間の中

間方向に一歩ステップする（顔は投手に）。 左足を三塁方向

にステップし、 体を三型に正対させ、 ハンズ ・ オン ・ ニ ー ズ ・

セットでプレイを見る。 または、 左足を三塁と45フィ ートラ
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インの中間点の方向へ踏み出し、 この姿勢（スタンディ ング ・

シザース）のままで判定してもよい。
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●二人制メカニクス

走者一 ・ニ累(1)

最初に立つ位置
走者二塁の場合と同じ。

*BUはニ ・ 三塁間の内野内に位置する。 身体はホ ー ムプレー

トに正対する。 この位置で一 ・ ニ塁へのけん制および三塁

への盗塁に備える。

*BUは、 本塁とマウンドの左端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ右図のとおり2つのラインの中間地点に位

囲する。

＊プレイが始まる前に、 PL、 BUとも右手を胸に当てて、イン

フィ ー ルドフライに備えるサインを交換する（無死および一

死の場合）。

(1)外野への飛球（ライナー を含む）の場合
PL 

＊右翼手または左翼手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、「I'm on the 

line．」（右翼側） 「I've got the ball！」（左粟側） （打球OK)と

BUに伝える。

＊二墓走者がタッグアップしたら、「I've got third, if he tags.」

（サードOK)とBUに伝え、三累手前までファウル地域を通っ

て口塁に向かう。 実際にプレイ（二塁走者＋送球）が起こると

読んだら、 フェア地域内に人り、 三塁でのプレイに備える。

＊一嬰走者および二塁走者の三墨と本累の触塁を確認する。

＊左翼線への打球で二嬰走者がタッグアップする場合は、 打

球判定後、そのまま三累に向かう。右翼線への打球の場合は、

三累には向かわず打球判定のみ行なう。

BU 

＊まず打球に正対する。 その後、 ワ ー キングエリアに入り、 打
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球の判定（ファウルライン際の打球以外）を行なう。 すぐに二

塁走者→一累走者の順にタッグアップを確認する。 その後、
一塁走者および打者走者の一 ・ ニ ・ 三墨での ‘‘プレイに備

える”。

*PLが三塁に来ていない場合と、PLが三塁でのプレイを判

定後本塁に戻った場合は、 BUが三塁をカバーする。
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●二人制メカニクス

走者 一 ・ニ累(2) (3) 

(2)外野へのヒットの場合
PL 
＊ライン際の打球判定を行なう。
＊本塁での “プレイに備える”。
＊本塁に留まり、ファウルテリトリを数歩三塁ベ ースの方に動

き、 ー ・ ニ累走者の三累および全走者の本塁の触累を確認
する。

BU 
＊まず打球に正対する。 その後、 ワ ー キングエリアに入り、一 ·

ニ ・ 三塁での ‘‘すべてのプレイ” に備える。
＊一累走者の二塁触嬰および打者走者の各塁の触塁を確認す

る。
＊プレイの状況を観察し、 プレイがないと判断したら、 BUは

ワ ー キングエリア内に留まる。

(3)内野への飛球（ライナー を含む）の場合
PL 
＊投手または捕手への打球はPLが判定する。
＊一塁手または三塁手のファウルライン寄りの打球について

は、 PLは捕手の背後からボ ー ルの方向に飛び出し、 ライン
をまたいで判定に備える。

BU 
＊ファウルライン寄りの打球および投手、 捕手への打球を除い

ては、 BUが判定する。
＊ステップアップ、 タ ーンして、 ボ ー ルおよび野手に正対し、

打者走者の一嬰触塁を確認する。
＊ー・ ニ ・ 三塁での “すべてのプレイ’'に備える。
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●二人制メカニクス

走者 一 ・ニ累(4) (5) 

(4)インフィールドフライの場合
＊審判員はお互い予め決められたシグナルで確認する。

＊審判員は右腕を高く頭上に伸ばし、人差し指を立てる。
PL 

＊打球がファウルラインの近くに上がった場合は、 PLが宜告

する。
*BUがインフィ ー ルドフライを宣告した場合は、 PLは同調す

る。

BU 

＊ファウルライン近く以外の場合、BUが宣告する。
*PLがインフィ ー ルドフライを宣告した場合は、 BUは同調す

る。

(5) 内野ゴロの場合
PL 

＊ライン際のゴロの場合、 ラインをまたいでフェア／ファウル

を判定する。

＊本累での “プレイに備える”。

＊ー ・ ニ臨翡の三塁触累および全走者の本塁触累を確認する。

*45フィ ートレーンまでの打者走者へのタッグプレイを判定す

る。

＊一塁への悪送球、 3フィ ー トラインを越えての妨害行為、

BUからの追いタッグのリクエストに備える。

BU 

＊ー ・ ニ ・ 三累での “すべてのプレイ’'に備える。

＊一塁走者の二塁触累および打者走者の各累の触累を確認す

る。

＊二嬰→一星のダブルプレイを予測したら、 ステップアップ、

タ ー ンし、 打球に正対後、 走者一塁時のポジション方向に

106 



ワ ーキング
エリア

虞△
[
{

う
゜

(5) 

移動して二塁でのプレイを判定する。 その後、 右足を一墓

と45フィ ー トレ ー ンの中間点の方向ヘドロップステップし、

一塁でのプレイを判定する。

＊投手へのゴロの場合、BUは送球の前を横切ってはいけない。
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●二人制メカニクス

走者 一 ・ニ累(6) (7) 

(6)盗塁およびけん制の場合
PL 
＊打者の妨害行為に注意する。
＊悪送球のボ ールデッドに備える。
BU 
＊累上での “プレイに備える”。

＊ステップについては、 走者一累と走者二屋の盗屋の項参照。
＊プレイが三塁ベ ースで起 きる場合、 BUは三塁•本累間の中

間方向に動く。 直接三塁ベ ー スに向かっては動かない。 な
ぜなら角度が悪くなるからである。

＊プレイが二累で起 きる場合、 BUは最初の位置から二累ベ ー

スの方向ヘドロップ ・ ステップし、 ボ ー ルから目を離さず、
またボ ールに背を向けない。

＊ボ ールが自分を通過したらプレイに正対する。
*BUは、投手の投球動作が始まったら、首を三塁方向に振り、

二塁走者の盗塁を確認する。 その後、 すぐに打者のチェッ
クスイングを確認する。

(7)タイムプレイの場合
PL 
＊本塁に留まり、アウトが生じた塁と本塁の延長線上に位置し、

本塁の触塁とアウトのどちらが早いかを確認し、 公式記録員
席に明示する(「Score!」または「No run score!」)。
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●二人制メカニクス

走者一 ・三累(1)

最初に立つ位置
走者一累の場合と同じ。

*BUは一 ・ ニ塁間の内野内に位置する。 身体はホ ー ムプレー

トに正対する。 この位置で一 ・ 三塁へのけん制およびダブ

ルプレイ、盗累などに備える。

*BUは、 本塁とマウンドの右端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ右図のとおり2つのラインの中間地点に位

囲する。

(1)外野への飛球（ライナー を含む）の場合
PL 

＊右翼手または左糞手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、「I'm on the 

line！」（右翼側） 「I've got the ball！」（左翼側） （打球OK)と

BUに伝える。

＊三塁走者がタッグアップをした場合、三塁と飛球が確捕さ

れた場所との延長線上に位置し、 タッグアップを確認する

（一累ライン際の打球判定をした際は、首を三塁に振って ‘‘そ

の場で” 確認する）。

＊タッグアップ確認後は、 すぐに本塁での “プレイに備える”。

＊打球がヒットになった場合、 三塁へ向かいながら三塁走者

の本塁触塁を確認する。 一塁走者の三塁でのプレイまたは

三累触塁を確認する。

BU 

＊まず打球に正対し、ファウルライン近くの打球以外について

ワ ー キングエリア内で判定する。

＊一星走者のタッグアップを見る。

＊一塁麟の二塁触塁およ内J者走者の各塁の触塁を確認する。
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＊ー ・ ニ塁でのプレイおよびPLが三塁に上がらなかった場合

は、 一 ・ ニ塁に加えて三塁での “プレイにも備える” （三塁

への帰塁を含む）。
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●二人制メカニクス

走者一 ・三累(2) (3) 

(2)外野へのヒットの場合
PL 
＊ファウルライン際の打球のフェア／ファウルを判定する。 左

翼線の打球判定後は三墓へ上がる（右翼線の打球の判定後

は三塁には上がらない）。

＊三累走者の本堡触堡を三塁に向かいながら首を振って確認
する。 その後、一塁走者の三暴での “プレイに備える” ため、

三塁手前まで向かう。 プレイ（走者＋送球）が起こりそうなら

フェア地域内に入り、「I've got third！」（サードOK)とBUに

伝え、判定する。

＊三塁でのプレイがないと判断したら、「Going home! Going 

home！」（ホ ー ムに戻るぞ）とBUに伝え、 ファウル地域を通っ

て本累での ‘‘プレイに備える”。 その際、 戻りながら一塁走

者の三累触塁を確認する。
BU 
*PLが三塁に上がった場合を除き、BUは一 ・ニ ・三塁での ‘‘Z

レイに備える'’。

＊一累走者の二累触塁および打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁の触塁

を確認する。

(3)内野への飛球（ライナー を含む）の場合
走者三累と同じ。

PL 
＊投手または捕手への打球はPLが判定する。

＊一塁手または三墓手のファウルライン寄りの打球に関する捕

球およびフェア／ファウルの判定を行なう。

＊三塁走者のタッグアップを確認する。
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BU 
＊ファウルライン寄りの打球および投手、 捕手への打球を除い

ては、 BUが捕球の判定をする。
＊打者走者の一塁触墓および一墓走者のタッグアップを見る。
＊一 ・ ニ ・ 三塁での “プレイに備える”。
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●二人制メカニクス

走者一 ・三累(4) (5) 

(4)内野ゴロの場合
PL 
＊本塁での “プレイに備える”。
＊ファウルライン際の打球のフェア／ファウルを本塁後方から

判定する。
＊打球が抜けたら、 三累線判定後は三塁へ上がる（一累線判定

後は三累へは上がらない）。 三墓走者の本塁触暴（走りなが
ら）と一塁走者の三累でのプレイ、触累を担当する。

＊一星への悪送球、 3フィ ー トラインを越えての妨害行為、
BUからの追いタッグのリクエストに備える。

BU 
＊ステップアップ、 タ ーンし、野手に正対する。
*PLが三累をカバ ー した場合を除 き、 BUは一 ・ ニ ・ 三累で

の ‘‘プレイに備える”。
＊一塁走者の二塁触塁、 打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁での触塁を

確認する。

(5)盗塁、 けん制およびランダウンプレイの場合
PL 
＊本塁での “プレイに備える”。
＊ランダウンが起 きたら、「I've got it all！」（三塁走者OK)と

BUに伝え、 三塁走者の三塁•本塁間のランダウンすべてを
受け持つ。

BU 
＊一 ・ ニ ・ 三累での “プレイに備える”。
＊盗累の場合、 二塁でプレイがあるケ ー スや捕手からの送球

をカットして三星に送球するケ ースなど、 プレイを読み、 良
い位置をとって判定する。
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＊一墓へけん制がなされた場合は、 88ページの「(5-a)一累けん

制の場合」を参照。

＊三塁へけん制がなされた場合は、 100ページの「(5)けん制お

よびランダウンプレイの場合」を参照。

＊ランダウンが起きたら、 ー・三嬰とも受け持つ。 その後、

PLが「I've got it all！」（三星走者OK)と言ったら、 一累走者

のランダウンのみ受け持つ。

＊一 ・ニ星間のランダウンは、 BUが一人で責任を持つ。
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●二人制メカニクス

走者ニ ・三累(1)

最初に立つ位置
走者二塁の場合と同じ。

*BUはニ ・ 三塁間の内野内に位置する。 身体はホ ー ムプレー

トに正対する。 この位置でニ ・ 三塁へのけん制に備える。

*BUは、 本塁とマウンドの左端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ右図のとおり2つのラインの中間地点に位

置する。
＊内野手が前進守備の場合、BUは遊撃手の左8~10フィ ート

(2~ 3メ ートル）、マウンドの少し後ろに位置する。

(1)外野への飛球（ライナー を含む）の場合
PL 

＊右翼手または左翼手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、「I'm on the 

line！」（右翼側） 「I've got the ball！」（左翼側） （打球OK) と

BUに伝える。

＊本塁での “プレイに備える”。

＊三麟者のタッグアップ、 二累走者および三暴走者の三塁·

本塁触墓を確認する。

BU 

＊まず打球に正対する。 右翼線または左翼線以外の打球はBU

が判定する。

＊二塁走者のタッグアップを見る。

＊打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁でのプレイ、触累を確認する。
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●二人制メカニクス

走者ニ ・三累(2) (3) 

PLは「タイムプレイ」に注意すること。

(2)外野へのヒットの場合

PL 

＊ファウルライン際の打球のフェア／ファウルを判定する。

＊本累に留まり、 本塁での ‘‘プレイに備える”。
＊各走者（打者走者を除く）の三塁および本塁触累を確認する。

BU 

＊まず打球に正対する。 その後、 ワ ー キングエリアに入り、 各
走者の一 ・ ニ ・ 三塁での ‘‘プレイに備える”。

＊打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁の触累を確認する。

(3)内野への飛球（ライナー を含む）の場合

走者三塁と同じ。

PL 

＊投手または捕手への打球はPLが判定する。

＊一塁手または三累手のライン寄りの打球に関する捕球およ

びフェア／ファウルの判定を行なう。

＊本累での “プレイに備える”。

＊三塁走者のタッグアップ、 二塁走者および三塁走者の三塁·

本塁触塁を確認する。

BU 

＊ファウルライン寄りの打球および投手、捕手への打球を除い

ては、 BUが捕球の判定を行なう。
＊打者走者の一 ・ ニ塁触屋および二墓走者のタッグアップを

確認する。

＊ー ・ ニ ・ 三塁での “プレイに備える”。
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●二人制メカニクス

走者ニ ・三累(4)

(4) 内野ゴロの場合
走者三塁と同じ。

PL 
＊ファウルライン際の打球のフェア／ファウルの判定を行なう

（本塁後方からファウルラインの延長線上をまたいで判定す

る）。
＊打者走者が45フィ ートレーンに達するまでのタッグプレイに

責任を持つ。

＊一星への悪送球、 3フィ ー トラインを越えての妨害行為、

BUからの追いタッグのリクエストに備える。

＊本塁での “プレイに備える”。

＊二塁走者の三塁触塁および全走者の本嬰触塁を確認する。

BU 
＊ー ・ ニ ・ 三塁での “プレイに備える”。

＊打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁の触塁を確認する。
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●二人制メカニクス

走者満累(1)

最初に立つ位置
走者二塁の場合と同じ。

*BUはニ ・ 三塁間の内野内に位置する。 身体はホ ー ムプレー

トに正対する。 この位置で一 ・ ニ ・ 三塁へのけん制に備える。

*BUは、 本塁とマウンドの左端を結ぶラインの延長線上をま

たいで立ち、 かつ右図のとおり2つのラインの中間地点に位

置する。
＊内野手が前進守備の場合、BUは遊撃手の左8~10フィ ート (2

~3メ ートル）マウンドの少し後ろに位置する。

(1)外野への飛球（ライナー を含む）の場合
PL 

＊右翼手または左翼手からライン方向への打球について捕球

およびフェア／ファウルを判定する。 その際は、「I'm on the 

line！」（右翼側） 「I've got the ball！」（左翼側） （打球OK) と

BUに伝える。

＊本塁での “プレイに備える”。

＊三麟者のタッグアップを確認する。

＊打者走者を除く各走者の三堡触累および全走者の本墓触塁

を確認する。

BU 

＊まず打球に正対する。 ライン寄り以外の打球について判定

する。

＊一累走者および二累走者のタッグアップを見る。

＊一累走者の二塁触塁打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁の触屋を確

認する。
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' 

◇\\R. 

(1) 

＊ー ・ ニ ・ 三累での “プレイに備える” （打球が捕えられた場合

の一累および二塁への帰累を含む）。
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●二人制メカニクス

走者満累(2) (3) 

(2)外野へのヒットの場合

PL 

＊左翼線および右翼線際の打球のフェア／ファウルを判定す

る。

＊本塁に留まり、 本塁での ‘‘プレイに備える'’。

＊打者走者を除く各走者の三累および本塁触累を確認する。

BU 

＊まず打球に正対する。 その後、ワ ー キングエリアに人り、一·

ニ ・ 三星での ‘‘すべてのプレイ” に備える。

＊一塁走者の二塁触塁、打者走者の一 ・ ニ ・ 三塁の触塁を確

認する。

(3)内野への飛球（ライナー を含む）の場合

走者三塁と同じ。

PL 

＊投手または捕手への打球はPLが判定する。

＊一累手または三累手のファウルライン寄りの打球に関する捕

球およびフェア／ファウルの判定を行なう（本累後方から

ファウルラインの延長線上をまたいで判定する）。

＊一塁走者および二塁走者の三累触堡、 各走者の本塁触塁と

三塁走者のタッグアップを確認する。

BU 

＊まず打球に正対する。 PLが判定する打球以外について捕球

の判定を行なう。

＊打者走者の一累触累を確認し、 一累走者および二星走者の

タッグアップを確認する。
＊ー ・ ニ ・ ロ塁での “プレイに備える”。
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(3) 
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●二人制メカニクス

走者満累(4) (5) 

(4)インフィールドフライの場合
＊審判員はお互い予め決められたシグナルで確認する。
＊審判員は右腕を高く頭上に伸ばし、人差し指を立てる。
PL 

＊打球がファウルラインの近くに上がった場合は、 PLが宜告

する。

*BUが宣告したときは、 PLは同調する。

BU 

＊ファウルライン近く以外に上がった打球のインフィ ー ルドフ

ライを宣告する。

*PLが宣告したときは、BUは同調する。

(5)内野ゴロの場合
PL 

＊ファウルライン際の打球のフェア／ファウルを判定する（本

塁後方からファウルラインの延長線上をまたいで判定する）。

＊本塁での “プレイに備える”。

＊一累への悪送球、3フィ ートラインを越えての妨害行為、 BU

からの追いタッグのリクエストに備える。

＊すべての走者の本屋触塁と一塁、 二累走者の三屋触累を確

認する。
BU 

＊まず打球に正対する。 その後、 ー ・ ニ ・ 三塁での ‘‘すべて

のプレイ’'に備える。

＊ある一つの累で判定後、 他の走者が残るときは、 判定後、

走者がいる塁方向に向かい、 次の ‘‘プレイに備える”。
＊一累走者の二累触累、打者走者の一 ・ ニ ・ 三累での触塁を

確認する。

PLは「タイムプレイ」に注意すること。
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【注】

● ‘‘ リミング'’

1Bが、 ー ・ニ塁を結ぶラインの外側から ー ・ニ塁のプ

レイに備える動きをいう（走者三塁でIIIBが打球を追わ

ない場合や内野内にいるIIIBが三塁に向かった場合）。
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